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傘
宗
像

六
月
十
日
・
十
六
日
・
ニ
十
四
日
の
三
日
間
の
日
程
で
第
三
十
六

回
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
大
会
（
主
催
1
1

宗
像
大
社
、
全
日
本
か

る
た
協
会
、
主
管
1
1

九
州
か
る
た
協
会
、
後
援
1
1

宗
像
市
教
育
委

員
会
）
が
、
清
明
殿
・
斎
館
で
開
催
さ
れ
た
。

例
年
は
二
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
近
年
の
か
る
た
ブ
ー

ム
に
よ
り
参
加
者
が
過
去
最
多
の
三
七
五
人
と
な
り
、
初
め
て
三

日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
た
。

大
会
一
日
目
、
十
日
は
高
校
生
・
大
学
生
・
一
般
を
中
心
に
約

一
六
0
名
が
参
加
し
、
C

級
、

D

級
の
試
合
が
行
わ
れ
た
、

各
級
と
も
夕
刻
ま
で
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

大
会
二
日
目
、
十
六
日
は

初
心
者
級
の
試
合
が
行
わ
れ
、

小
・
中
学
生
・
シ
ニ
ア
の
部
の

試
合
が
行
わ
れ
、
約
―
二
0

名
が
参
加
し
、
拙
い
な
が
ら

も
激
し
い
試
合
が
行
わ
れ
た
。

大
会
三
日
目
、
二
十
四
日

は
A
.
B

級
（
有
段
者
）
の
試

次の 100 年、

人間には

何ができるのか。

＊之

暑中御見舞い申し上げます
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i
合
が
行
わ
れ
、
九
州
は
勿
論
の
二
国
外
の
選
手
も
慣
れ
な
い
環

2
•" 

i
事
、
遠
く
は
関
東
•
関
西
、
さ
ら
」
境
の
中
善
戦
し
て
い
た
。

日

F
曜
[
に
は
タ
イ
の
か
る
た
会
か
ら
も
i
今
大
会
は
前
例
に
無
い

水
i
ョ
―
実
力
者
が
集
ま
り
約
百
名
が
参
丁
大
規
模
な
大
会
と
な
っ
た

ー
｛
加
し
、
非
常
に
高
い
レ
ベ
ル
の
試
□
か
、
大
会
関
係
者
・
選
手
の

月
｛

8
]

合
が
行
わ
れ
た
。
激
し
い
雨
に
：
協
力
に
よ
り
大
会
は
無
事

年
[

2
4
]
4
よ
り
九
州
新
幹
線
が
遅
れ
、
鹿
こ
終
了
。
試
合
中
は
闘
志
を
む

平
一
児
島
か
ら
の
参
加
者
が
定
刻
に
：
き
出
し
に
熱
戦
を
繰
り
広
げ

成
i｛

到
着
出
来
な
い
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
ニ
し
い
た
選
手
た
ち
も
、
試
合

t
 [

グ
が
起
き
た
が
、
夜
間
に
ま
で
乙
於
了
後
は
互
い
の
健
闘
を
称

i
及
び
激
し
い
攻
防
戦
が
繰
り
広
一
え
合
い
、
来
年
の
再
戦
を
誓

[
げ
ら
れ
た
。
i
い
大
社
を
後
に
し
た
。

そ
の
結
果
、
大
阪
で
高
校
の

教
員
を
務
め
る
、
大
阪
大
学
か

る
た
会
所
属
の
池
田
諒
氏
が
か

る
た
歴
七
年
目
に
し
て
嬉
し
い

初
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
、
ま
た

地
元
福
岡
だ
け
で
は
な
く
県
外
・

i
が
れ
、
大
小
四
台
の
山
笠
が
勇
壮
に
島
内

：
を
疾
走
、
沿
道
で
は
各
家
々
か
ら
力
水
を

去
る
七
月
十
五
日
午
後
二
時
よ
り
中
津
宮
一
掛
け
ら
れ
、
更
に
勢
い
を
得
て
山
笠
は
勇
み

の
末
社
・
須
賀
神
社
に
お
い
て
祇
園
祭
が
斎
行
一
進
ん
だ
。

さ
れ
、
こ
の
神
賑
行
事
と
し
て
山
笠
が
奉
納
さ
i
恒
例
の
行
程
を
巡
行
し
終
え
た
山
笠
は

れ
た
。
し
｝
一

4
]

》
一
午
後
四
時
頃
に
は
こ
ど
も
広

当
日
は
梅
雨
時
期
と
は
思
え
．
贔

•
4場
に
納
め
ら
れ
る
と
、
一
同
で

ぬ
快
晴
と
な
り
、
猛
暑
の
中
の
祇
｛
・
｛
祝
い
唄
を
歌
い
上
げ
、
ま
た
こ

園
祭
で
あ
っ
た
が
、
祭
典
が
近
づ
‘
'
の
度
、
男
女
と
も
に
筑
前
大
会

く
と
法
被
姿
の
島
民
が
続
々
と
ー
に
進
ん
だ
大
島
中
学
校
バ
レ
ー

参
集
、
大
島
地
区
山
笠
保
存
会
．
．
J
ク
ボ
ー
ル
部
壮
行
を
行
い
、
男
女

ヽ

~
 

会
長
（
宮
本
俊
久
氏
）
以
下
関
係
t
-
.

.

 
←
：
各
主
将
か
ら
意
気
込
み
と
応

.-——’ 

者
が
玉
串
を
捧
げ
祭
典
は
滞
り
―
”
抄
ー
，
．
援
の
お
願
い
が
な
さ
れ
る
と

-
「
.
V
.

無
く
納
め
ら
れ
た
。
一
i
ー
ノ
ー
島
民
一
同
大
き
な
声
援
と
拍

l

p
>
.
—
ヽ

I

ヽ

祭
典
後
に
は
大
島
小
学
校
児
し
手
で
こ
れ
を
応
援
し
た
。

童
に
よ
り
「
磯
っ
子
太
鼓
」
が
奉
[
‘
’
こ
う
し
て
終
始
賑
や
か
に

納
さ
れ
る
と
、
そ
れ
を
合
図
に
島
ー
熱
気
を
帯
び
た
ま
ま
本
年
の

の
子
供
か
ら
大
人
ま
で
島
を
上
げ
て
山
笠
が
担
丁
大
島
祇
園
山
笠
は
終
了
し
た
。

一■A級／47名
優勝池田 諒（大阪大学かるた会）
準優勝冨澤清彦（府中白妙会）
....................................................................................................................................... 

■ B級／44名
優勝廣部さゆり（広島県かるた協会）
........................................................................................................................................ 

■ C級／ 50名
優勝久保翔太郎（山口県かるた協会）
.................................................................................................................................. 

■ D級／110名
優勝植山怜奈（中津ややま会・大分県）

塩津 茉那 （中津ややま会・大分県）

桑原 慶（足立かるた会•福岡県）........................................................................................................................................ 

■ 初心者級／ 114名
■ 中学生以上／43名
優勝中畑朱里（宇美かるた会・福岡県）

神原 真（北九州かるた会・福岡県）
.............................................................................................. 

■ 小学生／60名
優勝村岡むつみ （樋田かるた会・大分県）

植山七奈子 （中津ややま会・大分県）
........................................................................................... 

■ シニア級／ 1 1 名
優勝藤木美千子 （行橋かるた会・福岡県）

撮案から、設計、施工、メンテナンスまで

住宅用・産業用太陽光発電はIDEX

株式会社新出光 匿0120-89-9933
受付 9:00~l 8 : 0 0 （土日祝日もOK)

|IDEX太陽光 ［夏国
http://www.eco-idex.com/ 
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ま
で
自
主
練
ち
を
新
た
に
す
る
こ
と
が

習
を
行
い
巫
で
き
ま
し
た
」
等
の
声
も
聞

女
達
は
正
し
こ
え
た
。

い
神
楽
舞
を
本
年
は
恒
例
祭
等
で
奉

七
月
ニ
ー
四
日
迄
の
三
日
間
、
神
社
音
：
身
に
つ
け
よ
う
と
懸
命
に
奏
す
る
「
浦
安
舞
」
の
習
得

楽
協
会
よ
り
磯
部
恵
子
先
生
を
お
迎
え

□
取
り
組
ん
で
い
た
。
に
力
を
入
れ
、
最
終
日
に
は

し
、
神
楽
舞
を
ご
指
導
い
た
だ
き
、
平
素
一
磯
部
先
生
に
は
、
指
先
、
大
前
で
奉
奏
し
、
講
習
会

見
落
と
し
が
ち
な
癖
を
は
じ
め
諸
々
ご
：
足
先
ま
で
神
経
を
集
中
さ
を
取
り
修
め
た
。

指
摘
い
た
だ
い
た
。
口
せ
る
事
、
「
巫
女
は
神
楽
を
磯
部
先
生
は
神
社
音
楽

巫
女
職
は
現
在
十
二
名
、
神
社
が
落
ち
」
舞
う
こ
と
に
よ
り
大
神
様
協
会
講
師
と
し
て
、
住
吉

つ
い
て
い
る
こ
の
時
期
に
、
例
年
神
楽
舞
こ
」
ご
奉
仕
し
て
い
る
姿
勢
神
社
（
福
岡
）
等
で
神
楽
舞

の
講
習
会
を
実
施
し
研
鑽
に
努
め
て
い
る
。
：
を
み
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
を
ご
指
導
さ
れ
な
が
ら
、

期
間
中
は
社
頭
状
況
を
み
な
が
ら
交
代
，
だ
か
ら
気
持
ち
の
込
も
っ
神
職
と
し
て
も
櫻
川
磯
部

で
参
加
し
、
温
習
終
了
後
も
夜
八
時
過
ぎ
二
J
い
な
い
舞
は
絶
対
に
舞
っ
稲
村
神
社
（
茨
城
県
桜
川

二
し
は
な
ら
な
い
」
と
舞
に
対
市
）
で
ご
奉
仕
さ
れ
て
い
る
。

了
す
る
基
本
的
姿
勢
に
つ
い
今
後
も
温
習
を
重
ね
、

二
し
な
ど
熱
心
な
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
受
一
来
年
の
講
習
会
で
は
更
に
成
長
し
た
姿
を

]
講
し
た
巫
女
か
ら
は
「
舞
に
対
す
る
気
持
二
磯
部
先
生
に
ご
覧
頂
き
た
い
。

一
氏
の
唯
一
の
内
弟
子

で
、
寺
社
建
築
専
門

六
月
二
十
六
日
、
宮
大
エ
・
寺
社
建
築
二
り
建
設
会
社
「
鵠
工
舎
」
を
創
設
し
、

の
重
鎮
、
小
川
三
夫
氏
斯
界
の
第
一
任
者
と
し

ら
が
当
大
社
を
訪
れ
、
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

重
要
文
化
財
の
本
殿
・
当
日
は
当
大
社
の

拝
殿
を
視
察
し
参
拝
本
殿
・
拝
殿
の
御
屋
根

さ
れ
た
。
修
復
に
向
け
て
貴
重
な

同
氏
は
法
隆
寺
や
ご
意
見
を
頂
い
た
。

薬
師
寺
の
修
復
を
手
同
氏
益
々
の
ご
活
躍

掛
け
、
日
本
一
の
宮
大
を
お
祈
り
致
し
て
お
り

工
と
呼
ば
れ
た
西
岡
常
ま
す
。

巫
女
・
神
楽
舞
講
習
会

S

神
社
音
楽
協
会
・
磯
部
先
生
を
お
招
き
し
S

九州新幹線で、まだ見ぬ楽しいに、スグ会おう。 l 笑う。熊本・鹿児島 l四

暑中御見舞い申し上げます
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i
布
し
、
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

：
当
時
の
波
止
場
に
は
漁
業
小
屋
や
漁
港

雇
築
工
事
の
作
業
員
の
飯
場
が
あ
り
、
ま

丁
た
灯
台
に
は
灯
台
要
員
の
官
舎
が
あ
り
ま

汀
[
]
い
い
汀
『
い
い
い
い

□
□い
い
い
い[I

I
l
i
圃
旦
い
い
口
汀
i
i
[

日

1
1
1
1
1
I

の
調
査
結
果
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
そ
―
一
匹
（
写
真

l
)、
中
腹
の
•
-
皐
-
1
1
マ
ネ
ズ
ミ
の
捕
獲
率
は

の
調
査
の
際
に
は
両
島
で
ネ
ズ
ミ
の
捕
獲
：
自
然
林
で
一
匹
（
写
真
釦
』
”

□
躙
五
十
五
％
に
も
な
り
、

も
行
な
い
ま
し
た
。

[
2
)、
山
頂
の
灯
台
わ
き
で
如
楓
鵬
＋
個
の
ワ
ナ
当
り
約
六

小
屋
島
で
は
一
九
八
七
年
と
二
0
0

九
―
一
匹
（
写
真3)の
ド
ブ
ネ
個
の
ワ
ナ
に
か
か
る
と

年
に
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
の
侵
入
が
あ
り
、
繁
殖

□ス
ミ
が
捕
獲
さ
れ
ま
し
た
。
い
う
状
況
で
、
極
め
て

中
の
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
や
ヒ
メ
ク
ロ
ウ
丁
な
お
二0
-
0
年
に
も
港
、
高
い
生
息
密
度
で
し

ミ
ツ
バ
メ
が
食
べ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
二
周
辺
で
五
匹
、
標
高
，
．
た
。
ま
た
自
然
林
内
で

（
本
誌
第
五
七
七
号
、
五
九
七
号
参
照
）
。
ニ
―

0
0

討
ま
で
の
自
然
林
『
・
は
二
十
％
で
し
た
が
、

今
回
、
小
屋
島
で
は
三
月
二
十
七
日
の
夜
二

c

六
匹
の
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
が

r，
こ
れ
も
か
な
り
高
め
の

に
生
け
捕
り
ワ
ナ
を
セ
ッ
ト
し
ま
し
た
が
二
捕
獲
さ
れ
て
い
ま
す
。
密
度
と
言
え
ま
し
た
。

真
3

】
灯
台
の
ド
ブ
ネ
ズ
ミ

ネ
ズ
ミ
は
捕
獲
さ
れ
ず
、
今
の
と
こ
ろ
再
[
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
は
い
わ
ゆ
平
岩
氏
は
ヽ
ニ
股
に
離

侵
入
は
な
い
よ
う
で
す
。
：
る
家
鼠
類
の
一
種
で
都
会
や
村
落
な
ど
人
：
島
の
村
落
に
は
ク
マ
ネ
ズ
ミ
と
ド
ブ
ネ
ズ

一
方
、
沖
ノ
島
で
は
、
三
月
二
十
七
日
口
が
住
ん
で
い
る
所
に
い
ま
す
。
し
か
し
沖
一
ミ
の
両
方
が
入
り
込
ん
で
い
る
の
に
、
な

と
二
十
八
日
の
夜
に
港
か
ら
山
頂
（
標
高
□
ノ
島
で
は
、
人
が
出
入
り
す
る
港
か
ら
沖

□ぜ
沖
ノ
島
に
は
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
が
見
ら
れ
な

ニ
四
四
討
）
ま
で
の
山
道
沿
い
に
生
け
捕
こ
津
宮
（
標
高
九
十
討
）
ま
で
の
間
だ
け
で
□
い
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
、
「
ド
ブ
ネ
ズ
ミ

1

謂
闊
罰
畠
ド
ブ
愛
―
l
lな
く
、
そ
れ
よ
り
上
の
無
人
地
帯
：
の
搬
入
さ
れ
る
機
会
が
未
だ
な
か
っ
た
と

;
`
]
0
日
[
`
`
f
p
`
h

i
i
[

で
も
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
は
以
前
か
ら
□
フ
ネ
ズ
ミ
の
侵
入
機
会
は
多
く
な
る
」
と

沖
ノ
島
に
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
二
予
測
し
ま
し
た
。

せ
ん
。
五
十
四
年
前
の
一
九
五
八
一
果
た
し
て
、
そ
の
三
十
四
年
後
の

年
の
九
州
大
学
平
岩
馨
邦
氏
の
調
i
―
九
九
二
年
、
沖
ノ
島
で
は
初
め
て
の
ド

査
で
は
、
別
の
家
鼠
類
の
ク
マ
ネ
ロ
フ
ネ
ズ
ミ
が
港
周
辺
で
二
匹
捕
獲
さ
れ
ま

ズ
ミ
だ
け
が
港
か
ら
山
頂
ま
で
分
了
し
た
。
そ
し
て
二

0
-
0
年
に
は
自
然
林

【
写
声

暑中御見舞い申し上げます
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神
道
行
法
「
楔
」
練
成
会
に
当
大
社
神
職
参
加

-
F

」

L
.
9
,
'

i

-
9
9
,

―
―
―
●
一■

・
彎

1
:
‘
9

J
i
f
t

.
,
9
'

ヽ
ヽ
f

,
'
9
‘
l
T
,
1
,
1
9
·
'
`
“
,
i
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神
社
で
は
「
清
め
」
や
「
祓
い
」
と
い
っ
た
こ
法
を
身
に
つ
け
よ
う
と
、
不
慣
れ
な
が

心
身
の
清
浄
を
旨
と
し
て
お
り
、
こ
の
時
：
ら
も
習
得
を
目
指
し
一
生
懸
命
に
取
り

期
に
各
県
・
全
国
単
位
で
楔
研
修
会
が
催

□
組
ん
で
い
た
。

さ
れ
、
当
大
社
か
ら
も
神
職
が
参
加
し
研
i
こ
の
神
道
行
法
は
大
き
く
「
楔
祓
行

ち
ん
こ
ん

鑽
を
積
ん
だ
。
．
ぃ
．
事
」
と
「
鎮
魂
行
事
」
に
分

七
月
十
日
に
は
福
岡
ク
・
，
p
i
か
れ
、
喫
祓
行
事
は
神
話い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と

県
の
楔
研
修
会
が
あ
り
、
‘
.
]
／
に
登
場
す
る
伊
邪
那
岐
命

口
悶
塁
叫
疇

ぃ
[
[
口
[
[
、
i

h
,

、
言
且
い
い
[
[

（
奈
良
県
）
で
開
催
さ
れ
、
一
ど
、
＂
｀
石
嘉
と
し
て
戦
後
公
開
さ
れ
、

こ
ち
ら
に
も
神
職
一
名
が
参
加
し
た
。
：
各
地
に
広
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
文
字

ご
周
知
の
通
り
、
沖
ノ
島
（
沖
津
宮
）
勤
二
迪
り
「
た
ま
し
ず
め
」
の
行
法
で
あ
る
。

務
時
に
は
毎
朝
海
中
で
の
「
楔
」
が
厳
修
一
日
本
の
心
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
言

さ
れ
、
中
津
宮
（
大
島
）
や
総
社
・
辺
津
宮
丁
わ
れ
て
久
し
い
現
代
、
こ
の
「
喫
」
も
神

け
っ
さ
い

で
も
、
白
衣
着
用
時
に
は
「
潔
斎
」
が
行
わ□
社
界
に
生
き
る
我
々
が
次
世
代
に
継
承

れ
、
身
を
清
め
御
奉
仕
に
務
め
て
い
る
。
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
大
切
な
神
社

そ
の
た
め
、
参
加
神
職
は
正
し
い
楔
の
作
二
り
信
仰
の
―
つ
で
あ
る
。

日
内
へ
も
広
が
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
沖
ノ
丁
か
ら
、
沖
ノ
島
の
北
部
や
北
東
部
で
カ
ン
ニ
り
た
め
接
近
し
に
く
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

曜水
島
港
の
整
備
拡
充
と
資
材
運
搬
用
台
船
：
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
が
繁
殖
し
て
い
る
可
能
丁
ん
（
写
真4
)。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
沖
ノ
島

日
の
寄
港
、
漁
船
・
釣
り
船
等
の
高
速
化
と
：
性
が
高
い
こ
と
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
沖
二

C

の
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
の
繁
殖
場
所

ー

月
頻
繁
な
寄
港
な
ど
の
結
果
、
平
岩
氏
の
予
一
ノ
島
の
南
端
に
あ
る
港
か
ら
一
番
離
れ
た
二
り
特
定
が
急
が
れ
る
と
と
も
に
、
ド
ブ
ネ

8
 

年
測
通
り
に
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
が
沖
ノ
島
に
入
り
ご
J
れ
ら
の
場
所
で
は
、
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
は
ま
二
人
ミ
の
駆
除
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と

4
 

2
 
成
i
込
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
口
た
広
が
っ
て
い
な
い
か
、
又
は
急
峻
な
崖
こ
か
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ヰ
]
ま
た
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
二
0
1
0

年
に
沖
ノ
島
で
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
が
十
一
匹
捕

獲
さ
れ
た
際
に
は
、
ク
マ
ネ
ズ
ミ
は
わ
ず

か
に
二
匹
が
港
周
辺
で
捕
獲
さ
れ
た
だ
け

で
し
た
。
ま
た
、
今
回
は
ク
マ
ネ
ズ
ミ
は

捕
獲
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
九
五
八
年

に
は
沖
ノ
島
を
占
有
し
て
い
た
ク
マ
ネ
ズ

ミ
も
、
体
重
や
攻
撃
能
力
で
勝
る
ド
ブ
ネ

ズ
ミ
に
押
さ
れ
【
写
真

4
】
北
東
端
の
断
崖

て
、
今
で
は
港

付
近
に
少
数
が

い
る
だ
け
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
よ

う
で
す
。

こ
の
よ
う
に

ド
ブ
ネ
ズ
ミ
が

ヘ
叫
―

沖
ノ
島
に
普
通
—
_
i

に
生
息
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
小

屋
島
の
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
や
ヒ
メ
ク
ロ

ウ
ミ
ツ
バ
メ
に
と
っ
て
は
か
な
り
の
脅
威
で

す
。
小
屋
島
は
沖
ノ
島
か
ら
一
討
離
れ
て

い
ま
す
が
、
海
外
で
は
二
け
余
り
離
れ
た

島
ヘ
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
が
自
力
で
渡
っ
た
例
が

あ
る
か
ら
で
す
。

な
お
前
号
で
、
海
上
セ
ン
サ
ス
の
結
果

私たちは生活者の立場で考え、顧客の立場で行動します。
私た はユーザーの気持ちを的確に捉え、

企業？‘入戸空間、個々の商品、サーピスに至る
ト タjヤなステージで「デザイン」の力を発揮し

＇企｀価値の創造のよ手伝いします。

株式会社ジ→仕ータップ
http://www.ga-tap.co.jp 
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ク
’

ヽ ヽ

一
宗
像
大
社
氏
子
会
研
修
旅
行
[
"
｀
間
近
か
に
目
に
す
る
こ

S

兵
庫
県
生
田
神
社
正
式
参
拝

S
]

―
行
は
日
生
港
上
香
川
県
の
小
豆
島
へ

第
二
十
一
回
宗
像
大
社
氏
子
会
研
修

□
た
け
あ
っ
て
周
囲
は
ビ
ル
が
立
ち
並
ん
で
丁
と
渡
り
、
小
豆
島
温
泉
で
一
日
の
疲
れ
を

旅
行
が
、
宗
像
・
福
津
両
市
内
よ
り
十
九
一
い
る
。
正
式
参
拝
後
、
同
神
社
の
神
職
よ
二
癒
し
、
夕
刻
の
懇
親
会
で
は
瀬
戸
内
海
の

名
の
参
加
の
下
、
七
月
二
日
ー
四
日
の
二
：
り
御
由
緒
を
は
じ
め
、
社
殿
裏
の
「
生
田
こ
海
の
幸
を
堪
能
し
親
睦
を
深
め
た
。

泊
三
日
の
行
程
で
開
催
さ
れ
、
兵
庫
上
香
：
の
森
」
に
あ
る
源
平
合
戦
で
知
ら
れ
る
大
一
最
終
日
は
、
ま
ず
寒
霞
渓
の
ロ
ー
プ

川
方
面
へ
と
向
か
っ
た
。
二
楠
な
ど
も
御
案
内
頂
い
た
。
丁
ワ
ェ
イ
か
ら
小
豆
島
の
岩
石
・
山
景
色
を

新
門
司
港
よ
り
阪
九
フ
ェ
リ
ー
で
大
一
ま
た
同
神
社
は
阪
神
大
震
災
の
折
、
社
[
-
望
し
、
「
二
十
四
の
瞳
」
で
知
ら
れ
る
岬

阪
・
泉
大
津
港
に
到
着
、
ま
ず
兵
庫
県
生
二
殿
倒
壊
と
い
っ
た
最
も
被
害
の
大
き
か
っ
二
り
分
教
場
で
昭
和
初
期
を
再
現
し
た
小

田
神
社
へ
と
向
か
っ
た
。
〖
た
神
社
で
も
あ
り
、
現
在
の
拝
殿
は
耐
震
こ
学
校
を
訪
ね
、
参
加
者
一
同
懐
か
し
い
気

同
神
社
は
六
甲
山
の
緑
を
背
に
、
神
戸
こ
構
造
に
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
狩
ち
で
見
学
さ
れ
て
い
た
。

の
中
心
地
三
宮
の
中
央
に
鎮
座
、
繁
華
街
一
到
着
時
は
激
し
か
っ
た
雨
も
、
神
社
出
一
昼
食
は
小
豆
島
の
名
産
と
し
て
知
ら
れ

q
こ
元
時
に
は
上
が
り
、
一
行
は
生
田
神
社
を
：
る
オ
リ
ー
ブ
園
で
と
り
、
島
を
後
に
し
た
。

一
後
に
し
、
大
河
ド
ラ
マ
の
映
像
や
豪
華
衣
丁
J
R
岡
山
駅
よ
り
新
幹
線
に
て
帰
途
に
つ

こ
袈
が
展
示
さ
れ
た
「
平
清
盛
歴
史
館
」
．
：
き
、
旅
は
終
焉
を
む
か
え
た
。

二
ド
ラ
マ
館
」
で
、
平
清
盛
の
誕
生
ー
生
涯
一
道
中
病
気
や
事
故
も
無
く
、
大
変
有

：
ま
で
を
見
学
し
、
姫
路
城
へ
向
か
っ
た
。
；
意
義
な
思
い
出
に
残
る
研
修
旅
行
と
な
っ

一
姫
路
城
は
昭
和
三
十
九
年
以
来
の
改
丁
た
。
今
回
の
研
修
に
際
し
、
ご
案
内
い
た

一
修
工
事
中
で
、
工
事
用
の
仮
設
で
覆
わ
れ
□
た
き
ま
し
た
生
田
神
社
の
職
員
の
皆
様

二
人
い
た
が
天
守
閣
と
相
対
す
よ
う
に
見
学
二
カ
に
は
紙
面
を
借
り
ま
し
て
厚
く
御
礼
を

こ
場
所
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
エ
一
申
し
上
げ
ま
す
。

三
笠
宮
崇
仁
親
王
殿
下
御
病
気
平
癒
祈
願
祭
斎
行

当
大
社
と
由
縁
深
い
三
笠
宮
崇
仁
親
王
」
第
三
次
沖
ノ
島
学
術
調
査
御
視
察
、
同

殿
下
の
御
容
態
悪
化
と
の
報
に
接
し
、
七
二
九
十
年
に
は
百
合
子
妃
殿
下
と
共
に
ご

月
八
日
午
前
十
一
時
よ
り
本
殿
に
て
御
病
：
参
拝
い
た
だ
い
て
い
る
。

気
平
癒
祈
願
祭
を
斎
行
し
、
御
回
復
を
祈
i
現
在
は
御
体
調
も
安
定
さ
れ
て
い
る

念
す
る
祝
詞
を
奏
上
し
た
。
丁
と
の
こ
と
だ
が
、
一
日
も
早
い
御
回
復
を

三
笠
宮
殿
下
に
は
、
昭
和
四
十
四
年
の
こ
ね
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

暑中御見舞い申し上げます
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一
に
佐
世
保
海
軍
工
廠
で
竣
工
、

口
桃
型
二
等
駆
逐
艦
。

一
大
正
六
年
六
月
、
第
二
特

二
務
艦
隊
、
第
十
五
駆
逐
艦
と

：
し
て
地
中
海
へ
派
遣
さ
れ
た
。

一
大
正
三
年
(
-
九
一
四
）
第

七
月
上
旬
に
、
芦
屋
の
田
代
恒
こ
迪
っ
た
か
は
説
明
で
き
な
い
が
、
大
二
厚
い
鉄
が
艦
形
と
な
っ
て
残
っ
―
一
次
世
界
大
戦
が
お
こ
っ
た
。

雄
氏
の
案
内
で
、
北
九
州
市
若
松
一
き
な
工
業
団
地
を
通
り
、
海
岸
に
出
二
J
い
た
。
こ
の
艦
は
大
正
六
年
一
三
国
同
盟
（
独
、
土
、
伊
）

区
洞
海
湾
口
（
響
）
の
軍
艦
防
波
堤
：
る
と
、
そ
の
先
に
、
防
波
堤
が
突
き
ニ
―
九
一
七
）
に
建
造
さ
れ
た
も
の
で
丁
と
三
国
協
商
（
英
、
仏
、
露
）
と
の
対
丁
し
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
セ
イ
ロ
ン
、
ア
デ

に
行
っ
て
き
た
。
一
出
て
い
た
。
こ
こ
が
軍
艦
防
波
堤
で
：
そ
れ
以
来
今
日
ま
で
約
九
十
五
年
二
品
で
、
日
本
は
日
英
同
盟
の
好
み
で
、
：
ン
、
ス
エ
ズ
運
河
か
ら
地
中
海
に
入

十
時
半
に
、
J
R

折
尾
駅
で
落
一
ぁ
っ
た
。
大
和
を
護
衛
し
た
冬
月
、
二
か
経
過
し
こ
の
間
、
防
波
堤
と
し
て
、
一
英
仏
側
に
つ
き
独
と
戦
い
、
独
が
も
一
り
、
マ
ル
タ
港
に
到
着
。

チ
ン
タ
オ
＂

ち
合
い
、
車
の
運
転
は
出
版
社
に
勤
こ
涼
月
、
そ
し
て
第
一
次
大
戦
の
「
柳
」
こ
海
水
や
塩
風
を
浴
び
、
形
と
し
て
ニ
ノ
中
国
山
東
省
の
租
借
地
、
青
島
を
一
連
合
国
側
の
輸
送
船
や
商
船
の

め
、
北
九
州
市
内
に
詳
し
い
山
口
健
二
り
三
駆
逐
艦
が
一
列
に
並
ん
で
防
波
こ
残
っ
て
い
る
が
、
鉄
の
部
分
は
錆
つ
一
攻
略
し
、
カ
ロ
リ
ン
、
マ
ー
シ
ャ
ル
、
二
保
護
に
あ
た
っ
た
。
約
一
年
半
の
間

二
郎
氏
が
し
て
く
れ
た
。
二
堤
と
な
っ
て
い
た
が
、
先
の
二
艦
は
一
き
、
手
に
触
れ
る
と
剥
げ
て
パ
ラ
パ
ニ
：
リ
ア
ナ
の
群
島
も
占
領
し
た
。
こ
に
、
艦
船
延
べ
七
八
八
隻
、
乗
客
や

梅
雨
の
最
中
だ
っ
た
が
こ
の
日
は
こ
元
全
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
わ
れ
て
、
□
フ
と
落
ち
た
。
ニ
ゴ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
地
中
海
を
中
心
に
、
二
兵
等
七
十
五
万
人
及
び
、
「
地
中
海

晴
天
で
、
爽
や
か
な
風
が
吹
い
て
い
：
そ
の
姿
は
つ
か
め
な
い
。
柳
は
艦
首
一
艦
首
の
側
に
、
防
波
堤
と
な
っ
た
一
ド
イ
ツ
海
軍
の
潜
水
艦

(
Uボ
ー
ト

□
の
守
護
」
と
称
賛
さ
れ
た
。
日
本
海

た
。
道
に
疎
い
私
は
、
ど
こ
を
ど
う
一
の
部
分
が
少
し
高
く
な
っ
て
残
さ
れ
ニ
二
艦
の
説
明
板
が
立
て
ら
れ
て
い

□
か
連
合
国
側
の
輸
送
船
や
商
船
を
」
軍
の
地
中
海
遠
征
は
、
紀
脩
一
郎
の

酎
｀
’

一
て
い
た
。
：
る
。
一
攻
撃
し
、
多
大
な
損
害
を
与
え
て
い
一
「
日
本
海
軍
地
中
海
遠
征
記
。
第
一

や
な
ぎ

一
艦
の
吃
水
線
の
部
分
か
ら
下
が
コ
一
柳
は
基
準
排
水
量
、
七
五
五
屯
、
丁
た
。
そ
こ
で
連
合
国
か
ら
の
要
請
を
一
次
世
界
大
戦
の
隠
れ
た
戦
史
、
原

：
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ
て
い
て
、
一
全
長
八
十
五
m
、
幅
七
・
七
四
m
、
速
二
受
け
て
日
本
海
軍
が
地
中
海
へ
軍
艦
i
書
房
昭
和
五
十
四
年
」
に
詳
し
く
記

冨
の
形
が
分
か
る
。
幅
約
二
o
c
r
r
の
了
刀
三
十
一
・
五
ノ
ッ
ト
。
大
正
六
年
：
を
派
遣
し
た
の
で
あ
る
。
派
遣
さ
れ
一
さ
れ
て
い
る
。

~
た
軍
艦
は
旗
艦
「
明
石
」
の
下
に
一
尚
、
若
松
区
の
高
塔
山
の
中
腹
に

丑
凹
叩
ば
叫
叩
[
[

三
―-
lい口
贋□｀
』
日
口
□
且
い
且
[

戸
一
｛
i
＿
-
―
―
―
ロ
夕
島
で
一
八
一
四
年
以
降
、
イ
ギ
｀
三
士
一
艦
で
、
う
ち
二
〇
艦
が
終

~
リ
ス
領
と
な
っ
て
い
た
。
日
本
艦
隊
二
戦
ま
で
残
存
し
た
。
碑
の
柳
は
二
代

閾
正
六
年
に
鵬
程
万
里
の
長
途
に
船
出
ご
目
が
記
さ
れ
て
い
て
間
違
い
で
あ
る
。

（続）
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毎月 1 日発行
定価 1 年送料共 1,000 円
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u
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祭
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5
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祭
津
～
社
神

汲
三
社

0
0

時
夕
中
時
神
国

月
軒
第
詞
～
口
繹
釦
虹
島
釦
国
祭
“

日
0
8祭
宮
護
時
祭
舞
舞
午
大
午
護
明
宗

5
1

宮
二
像

1
1社
安
栄
津
＝
像
灯
＝

●
前
高
第
宗
前
総
浦
豊
日
中
於
日
宗
千
於

ー
午
午

I
[

□
[汀
t
i
[
い
[

お
り
ま
す
が
、
ロ
ン
ド
ン
で
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

幕
し
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
了
さ
て
今
月
七
日
の
夜
に
は
、
宗
像
本
土
か

ら
沖
合
十
キ
ロ
の
大
島
に
鎮
座
す
る
、
当
大
社
中
津

宮
で
七
夕
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
日
で
は
全
国
各

地
で
行
わ
れ
て
い
る
「
七
夕
」
、
実
は
こ
の
七
夕
発

祥
の
地
と
も
言
わ
れ
る
の
が
中
津
宮
で
、
歴
史
を

紐
解
け
ば
少
な
く
と
も
鎌
倉
時
代
に
ま
で
遡
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
島
を
挙
げ
て
盛
大
に
行
わ
れ
る

歴
史
あ
る
祭
り
に
足
を
運
ん
で
み
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
了
辺
津
宮
（
本
土
）
で
も
笹
竹
と
短
冊
を
準
備

し
て
お
り
ま
す
、
参
拝
の
折
に
は
願
い
事
を
お
書

き
頂
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。
自
分
は
こ
ん
な
願
い

事
を
書
い
て
見
ま
し
た
「
日
本
人
が
活
躍
し
ま
す

よ
う
に
」
ロ
ン
ド
ン
に
届
き
ま
す
よ
う
に
。
（
鈴
）

-闘l叶絹か一 宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

大
絵
馬
の
願
ひ
に
燦
々
夏
日
差
し

じ
駈
血
俳
句
作
品
集




